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古
代
中
國
の
機
織
技
術

太

田
・

英

藏

【
梗
概
】
　
　
漢
代
の
画
脈
石
の
機
織
闘
は
既
知
の
三
極
に
新
嵩
の
も
の
を
潴
え
て
流
樋
と
な
っ
た
。
こ
の
…
機
織
闘
に
聴
き
、
そ
の
按
衛
的
解
闘
を
試

み
た
。
議
奏
や
魏
膏
以
降
の
機
織
法
は
興
膿
的
に
知
る
史
料
が
な
い
が
、
我
彌
生
式
圭
器
特
代
及
古
墳
時
代
の
機
織
法
は
幸
い
出
土
遺
物
に
よ
っ
て

最
近
多
少
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
画
象
圖
…
機
と
の
閥
係
に
絶
無
で
な
い
。
次
に
漢
画
象
圓
機
を
勝
心
と
し
、
我
古
代
機
織
法
の
獲
展
段
階
を
滲
考
し

て
、
　
懸
古
代
か
ら
の
中
醐
機
織
技
術
の
獲
展
段
階
の
推
考
を
試
み
、
機
を
織
る
操
作
を
細
か
く
分
析
し
、
そ
の
翼
翼
を
測
定
し
、
先
妻
及
魏
習
以

降
と
比
較
し
て
そ
の
郷
里
能
力
の
程
度
を
明
か
に
し
た
。
後
漢
末
に
舞
振
に
代
っ
て
窃
濡
が
嬢
頭
し
、
中
國
中
世
の
町
制
・
税
制
に
霞
大
な
攣
革
の

端
緒
を
聞
い
た
が
、
こ
の
墾
革
に
は
布
吊
の
生
蓬
力
の
高
く
な
っ
た
こ
と
が
作
網
し
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
黙
に
出
し
て
私
見
を
癒
べ
た
Q
又
魏
習

以
降
に
曹
及
し
た
駈
謂
総
懸
は
そ
の
後
葱
嶺
を
越
え
て
臨
要
し
た
ら
し
い
痩
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
中
里
古
代
…
機
法
こ
の
意
味
で
か
な
り
霞
要
親
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（　”t　7i一）一　）

員

次

一、

?
　
　
　
　
言

二
、
賛
　
　
　
料

三
、
漢
代
の
遅
漏
層
に
あ
る
織
機
國
の
解
明

田
［
、
巾
・
三
階
廻
邊
の
古
代
二
一
矧
湘
用
十
…
俗
醸
陥
仏
翔
機

五
、
先
濃
小
時
代
の
織
機

大
、
漢
窯
以
後
の
織
機
ゆ

、
七
、
結
　
　
　
譜

　
　
　
串
　
醐
　
の
　
織
　
物
　
技
　
術
（
太
鷺
）

醐
、
序

隣

　
先
秦
時
代
の
布
漁
…
の
生
産
力
は
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
。
　
『
漢

害
』
食
貨
志
に
影
乾
の
往
時
の
生
活
費
の
分
析
が
あ
る
が
、
衣
料
費

は
そ
の
三
割
を
し
め
｝
年
毎
に
一
入
一
衣
を
蓬
る
と
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
五
十
歳
に
な
ら
ね
ば
輕
暖
な
串
の
衣
を
被
な
い
と
『
孟
芋
』
に
・

あ
る
。
し
か
し
乍
ら
戸
毎
に
砦
干
の
敷
布
が
あ
っ
た
こ
と
が
先
秦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
二



　
　
　
　
　
　
巾
　
顯
　
　
の
　
織
　
物
　
技
　
徳
（
太
欝
）

諸
書
に
み
え
、
二
皮
と
團
じ
よ
う
に
流
憂
し
、
周
は
布
櫓
の
廣
狭
粗

細
の
規
格
を
定
め
、
市
易
の
便
を
は
か
っ
た
、
漢
詩
ま
で
下
る
と
、

布
階
の
生
産
は
に
わ
か
に
柔
し
、
均
輸
の
吊
は
五
百
萬
琶
に
の
ぼ

り
、
民
の
賦
を
釜
さ
す
に
、
天
下
の
用
は
隣
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
絹
綿
の
産
地
は
潅
河
以
北
の
地
に
集
申
し
、
沐
水
・
澗
水
の
以
北

は
穀
盗
麻
六
蓄
に
よ
く
、
帯
代
は
簸
を
事
と
し
、
齊
魯
の
桑
廓
は
千

畝
に
達
し
た
と
貨
殖
列
傳
に
あ
る
。
漢
の
高
租
は
費
入
が
藤
衣
を
ぎ

る
を
禁
じ
た
が
、
後
に
は
絹
綜
で
編
ん
だ
履
を
は
き
縞
な
る
精
白
な

絹
を
曳
く
者
が
次
第
に
多
く
な
9
、
庶
民
に
濾
す
る
三
七
禁
令
は
事

實
上
行
わ
れ
な
か
っ
た
り
　
『
臨
仙
鐡
論
』
に
古
く
庶
人
は
蓋
老
に
達
し

距
後
で
な
け
れ
ば
孫
衣
を
つ
け
す
、
そ
の
籐
の
者
は
落
菓
を
清
た
が

後
に
は
裏
を
絹
に
し
表
を
巣
で
よ
そ
う
者
が
多
く
、
羅
万
丈
繍
は
入

漁
厨
妃
の
服
で
、
繭
紬
縁
練
は
婚
姻
の
濃
霧
で
あ
P
、
交
通
や
薄
絹

は
市
で
費
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
の
富
者
は
夢
心
羅
絨
を
飾

り
、
中
な
る
者
億
蚕
纏
錦
綾
を
装
い
、
常
民
が
后
妃
の
服
を
着
、
褻

入
が
婚
姻
の
飾
を
用
い
て
い
る
と
賢
良
を
嘆
ぜ
し
め
る
世
に
攣
っ
た

と
あ
、
る
。
昭
南
の
頃
は
透
押
付
な
美
絹
の
み
で
な
く
、
美
術
的
織
…
物
が

盛
に
織
り
禺
さ
れ
た
。
ソ
イ
ン
・
ウ
ラ
や
櫻
雨
漏
土
の
錦
繍
は
こ
の

．
爾
漢
痔
代
の
優
れ
た
織
技
を
物
語
っ
て
い
る
。
昭
帝
の
と
ぎ
均
輪
・

畢
準
の
法
が
慶
さ
れ
た
の
で
、
布
轟
類
は
自
由
に
市
場
に
流
堕
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
鰻

必
要
な
物
と
交
換
さ
れ
た
り
天
華
の
愛
革
を
へ
て
、
後
漢
の
世
の
末

に
及
ん
で
財
政
は
破
綻
し
、
銭
貨
の
積
弊
が
あ
ら
わ
れ
、
董
卓
の
暴

政
と
破
が
鎗
た
小
銭
に
加
え
て
、
そ
の
後
の
面
面
の
滲
害
は
人
相
食

む
の
深
刻
と
な
り
、
銭
は
沙
礫
に
等
し
く
な
っ
た
．
後
漢
の
宰
相
と

な
っ
た
曹
操
は
落
用
の
五
銑
銭
を
耐
用
し
た
が
、
寡
少
で
あ
っ
た
の

で
物
領
は
漸
落
し
た
、
建
安
九
年
に
初
め
て
戸
調
式
を
た
て
絹
二
匹

・
綿
二
斤
を
徴
し
た
、
關
中
の
安
寧
が
復
す
る
と
共
に
、
流
入
が
競

っ
て
還
り
、
穀
粟
は
倉
に
満
ち
、
穀
盗
は
低
落
し
て
布
融
が
高
騰
し

た
。
そ
こ
で
李
耀
法
を
た
て
玉
布
嵐
…
で
穀
を
買
上
げ
た
。
　
『
宋
書
』

孔
琳
之
穂
に
銭
貨
の
流
通
萎
縮
を
後
漢
意
の
兵
食
に
即
し
て
い
る

が
、
漢
の
銭
貨
の
無
機
過
刺
と
そ
の
多
〆
様
に
よ
る
混
雑
鯨
の
積
幣
の

作
用
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「

　
布
装
は
均
輸
。
畢
準
法
の
慶
止
と
と
も
に
自
由
に
市
揚
へ
流
罪
し

始
め
た
。
そ
れ
は
恰
も
私
鋳
や
盗
鋳
の
銭
と
同
じ
作
用
を
市
揚
に
及

ぼ
し
、
そ
の
流
通
頻
度
が
ま
す
毎
に
銭
貨
を
排
除
し
そ
の
過
珊
を
一

議
甚
だ
し
く
、
銭
の
信
用
禿
墜
に
拍
車
を
か
け
た
に
違
い
な
い
。
そ

の
こ
と
は
前
漢
の
貢
孤
の
上
雷
や
、
後
漢
章
帝
の
と
ぎ
欝
粉
吊
が
縢
鞘
賞

し
て
縣
官
の
経
用
が
不
足
し
た
の
で
、
禽
書
痴
林
は
管
物
が
皆
高
い

と
断
じ
、
こ
の
原
因
は
銭
の
低
藩
に
因
る
か
ら
、
穀
醜
を
租
と
し
、

市
買
は
皆
こ
れ
を
用
い
、
鐘
を
封
じ
た
な
ら
ぼ
、
物
贋
は
低
落
す
る

r”rt　6）



と
の
上
君
が
『
昔
書
』
食
貨
志
に
み
え
る
と
こ
ろ
が
ら
凝
せ
ら
れ

る
。
こ
の
混
林
の
㎜
冒
は
、
探
銅
の
勢
を
省
・
ぎ
百
姓
を
農
桑
に
向
わ
せ

よ
う
と
し
た
貢
萬
の
意
見
と
岡
じ
で
な
い
が
、
銭
よ
り
穀
網
を
重
硯

す
る
黙
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
蘭
漢
頃
す
で
に
銭
を
会
し

煮
乾
を
用
い
よ
う
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
布
島
．

は
弓
頭
の
素
地
を
燈
っ
て
い
た
と
去
え
る
。
布
吊
が
鏡
鞍
に
代
っ
て

流
通
す
る
要
件
と
し
て
、
布
轟
の
生
産
量
が
瀬
瀬
量
を
遙
か
に
超
え

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
玉
に
漢
代
の
面
輪
の
生
産
力
と
そ
の

需
給
關
係
な
ど
を
取
上
げ
る
を
要
す
る
理
由
が
あ
る
。
從
來
後
漢
末

以
降
の
鑓
貨
の
萎
縮
は
銭
貨
側
の
審
議
の
み
が
取
上
げ
ら
れ
、
布
鵬

が
何
故
登
回
し
允
か
の
問
題
に
關
し
、
魚
島
側
の
事
情
か
ら
考
察
さ

れ
・
ず
、
い
さ
さ
か
片
手
落
ち
の
感
が
深
か
っ
た
の
は
、
文
献
に
當
時

の
布
置
剛
情
が
殆
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
因
る
だ
ろ
う
。
私

は
漢
代
の
螢
隅
石
の
機
織
圏
を
技
術
的
に
解
明
し
、
先
秦
か
ら
漢
或

は
魏
晋
以
降
の
機
法
の
獲
展
過
程
を
考
焦
し
な
が
ら
こ
の
聞
題
に
下

れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
資

料

古
代
機
織
技
術
が
窺
え
る
資
料
に
つ
い
て
蓮
べ
よ
う
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
醗
　
の
　
織
　
物
　
技
　
衛
（
太
隅
）

6
　
織
具
と
認
ら
れ
る
皇
土
…
遺
物
。
　
古
代
中
農
遣
物
の
知
見
が
な

い
が
、
も
し
日
本
原
始
機
織
法
と
無
難
係
で
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ

に
よ
る
類
推
が
可
能
で
あ
る
。

◎
　
織
機
や
織
具
を
模
し
、
或
は
描
爲
し
た
史
料
。
　
山
東
省
禺
土

の
画
血
石
が
三
種
あ
る
。
關
野
島
博
士
の
『
支
那
山
東
省
門
に
於
け
る

三
代
墳
墓
の
表
飾
』
　
（
大
正
五
年
）
に
牧
め
ら
れ
。
原
田
淑
人
博
士

が
『
漢
六
朝
の
服
飾
』
　
（
昭
和
十
二
年
置
に
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
り

機
。
勘
　
我
國
の
露
語
居
坐
機
の
類
で
あ
る
と
の
高
見
を
…
運
べ
ら
れ

た
。
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
に
京
都
大
直
入
丈
科
學
研
究
所
で
新
毘

の
漢
画
象
石
の
拓
本
を
展
覧
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
の
由
記
果
省
縢
…
縣
野

土
の
画
象
石
の
拓
本
に
あ
る
二
織
機
齪
（
圃
版
3
1
A
。
8
）
は
從
來

の
も
の
よ
り
遙
か
に
具
鰹
的
で
あ
っ
た
の
で
、
漢
代
の
機
織
法
を
技

術
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
の
ほ
か

六
朝
乱
菊
の
考
手
話
石
棺
な
ど
に
稀
に
織
機
閲
或
は
織
具
を
現
わ
し

た
も
の
が
あ
る
。
中
幽
の
史
料
の
み
で
な
く
大
陸
丈
化
を
辮
蓋
し
た

我
國
の
古
墳
時
代
の
遺
物
も
無
硯
で
き
な
い
。
上
野
國
上
細
井
論
罪

山
古
墳
禺
土
の
石
製
模
蓬
の
四
織
具
は
、
殆
ん
ど
唯
一
の
遺
物
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
①

る
が
、
申
國
の
古
代
機
織
法
を
窺
う
参
考
奥
料
と
云
え
る
宋
の
縷
疇

の
原
木
『
耕
織
圏
温
は
徳
わ
ら
な
い
が
、
康
煕
帝
甲
の
序
詩
を
那
え
焦

乗
貞
が
尉
し
た
『
伽
丈
齊
耕
織
圖
』
は
原
本
の
趣
を
ど
の
程
度
傳
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
瓢

（ヤ77）



　
　
　
　
　
　
中
　
國
　
の
　
織
　
物
　
狡
　
徳
（
太
斑
）

て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
明
の
宋
懇
星
の
呪
天
工
開
物
』
（
挿
絡
第

二
）
や
徐
光
…
啓
の
『
曲
麗
政
歪
書
』
等
の
織
機
闘
羅
V
が
あ
る
が
、
懸
れ

も
描
爲
が
不
確
か
で
、
我
囲
の
大
關
塘
業
の
『
機
織
彙
編
』
の
精
細

と
比
較
に
な
ら
な
い
Q

⇔
　
丈
献
に
見
え
る
織
記
名
や
そ
の
用
法
か
ら
の
推
察
。
漢
の
劉
∵
同

旨
の
の
あ
る
『
列
女
湯
』
が
あ
り
そ
の
季
敬
二
二
は
職
官
を
民
具
に

訊
喩
え
、
そ
の
弓
丈
拍
に
…
錫
箔
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
傳
存
の
諸
本
は

異
圃
が
甚
だ
し
く
、
し
か
も
織
具
に
卜
す
る
用
語
が
難
解
で
あ
る
。
そ

の
他
古
字
書
類
に
あ
る
織
具
の
訓
澤
な
ど
も
大
い
に
滲
考
と
な
る
。

・
爾
　
布
串
…
遺
物
か
ら
こ
れ
を
造
っ
た
織
機
を
推
察
。
　
鯛
鮮
の
糠
働

・
蒙
鵬
の
陽
高
な
ど
か
ら
禺
駕
し
た
有
文
無
文
の
布
舗
の
組
織
・
構

成
な
ど
か
ら
推
察
で
き
る
が
、
専
門
的
な
鑑
…
識
を
要
す
’
る
。
こ
の
極

の
史
料
は
考
古
學
者
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
初
め
た
の
は
近
來
の
こ
と

で
、
問
題
の
所
在
が
ま
で
充
分
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
云
克
す
、
杢

く
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
。

三
、
薄
墨
座
像
石
の
織
機
の
解
明

　
漢
代
の
爾
三
石
の
機
織
囲
の
秘
術
的
解
明
を
行
う
前
に
器
具
の
層

面
を
決
め
唇
・
必
要
が
あ
ろ
う
。
現
在
の
慣
用
語
は
種
々
の
黙
で
混
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

し
易
く
、
、
不
都
塵
が
あ
る
か
ら
、
機
鷺
織
る
作
業
や
織
具
の
機
能
や

断
煙
等
に
も
と
す
い
て
名
付
け
る
こ
と
豪
し
た
い
。

主
要
操
作

A
開
目
具

8
緯
越
具

　
　
　
　
　
畷

。
緯
打
具

甫
勇
桑
乍

率
郵
塞
｛

D
経
巻
具

E
布
魅
具

　
　
　
　
F
ヒ

臨
機
整

A
開
口
具

　
挿
絡
第

　
一
は
我

　
國
の
布

機
（
木

棉
機
・

居
坐
機
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
編
憩

誰

挿紛第一翻　廠機（機織彙編）

、
N
，
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　
　
　
　
　
　
②
　
　
凝
か
つ
つ

　
　
　
　
で
あ
る
．
申
筒
（
1
）
で
緯
綜
を
上
下
二
分
さ
れ
、

下
方
の
経
綜
を
引
上
げ
る
の
が
綜
（
息
2
）
で
あ
る
。
こ
の
綜
は

若
造
罰
の
後
方
に
あ
る
長
い
柱
の
頂
窪
を
支
黙
と
し
で
反
訂
す
る
マ

ネ
キ
（
a
3
）
な
る
二
本
の
腕
木
に
漣
結
さ
れ
、
後
方
の
一
、
本
の

（　”t　78　）



　
腕
木
に
結
ば
れ
た
足
曳
く
締
（
、
4
占
）
が
垂
れ
て
い
て
、
こ
れ
を

　
足
で
引
け
ば
綜
は
引
上
げ
ら
れ
、
申
筒
で
上
下
二
分
さ
れ
た
下
方

　
の
経
綜
を
引
き
上
げ
仔
目
を
開
く
よ
う
に
仕
掛
け
て
か
‘
0
る
。
曲
騨
綜
…

　
を
織
る
ぼ
あ
い
中
筒
で
上
下
二
分
し
た
中
ヘ
ビ
（
挿
絡
第
一
お

　
轡
）
を
蓮
す
と
き
と
、
綜
で
引
上
げ
た
ヒ
グ
チ
（
糎
臼
）
へ
朽
を

　
巡
す
ば
あ
い
と
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
漢
画
象
上
機
（
綴
版
3
・
蔓
－
一
A
。
鷺
・
C
）
の
多
く
は
フ

　
ミ
ギ
（
購
）
が
長
短
二
本
あ
り
、
マ
ネ
キ
を
仕
掛
け
た
よ
う
に

　
現
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
魂
列
子
湯
…
問
』
に
牽
挺
な
る
も
の
が
見

　
え
、
僅
坐
（
一
書
に
儀
臥
と
あ
る
）
す
れ
ば
口
め
高
さ
に
あ
っ

　
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
『
天
工
開
物
』
（
挿
紬
第
二
）
や
『
農
政
全

　
書
』
の
織
機
圏
の
よ
う
に
機
藁
の
側
方
に
仕
樹
け
て
い
た
か
も

　
知
れ
ぬ
。
巾
國
の
古
字
書
類
に
は
我
中
筒
に
あ
た
る
具
が
見
え

　
す
、
長
短
「
一
木
の
フ
ミ
ギ
に
直
接
綜
を
取
付
け
た
か
も
知
れ
ぬ

　
が
詳
し
い
こ
と
は
判
明
し
な
い
。
我
國
の
布
機
は
朔
鮮
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
③

　
と
同
じ
で
あ
る
が
開
矯
の
仕
揖
け
は
漢
代
の
山
東
の
も
の
と
趣

　
が
異
っ
て
い
る
。

鷺
緯
越
具

　
　
仔
欝
へ
．
緯
綜
を
越
す
具
を
ヒ
（
挿
繍
胴
第
一
の
8
　
野
、
稜
Y
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
だ

　
よ
ぶ
。
我
布
機
は
席
の
幅
よ
9
長
大
で
、
緯
管
（
b
2
）
を
挿
嵌

　
　
　
　
　
　
巾
　
網
　
の
　
織
　
物
　
技
　
衝
（
太
碍
）

す
る
私
の
謂
う
管
大
秤
を
用
い
る
。
騰
…
縣
医
事
…
石
（
耐
闘
版
3
－
A
）

の
織
婦
が
持
つ
具
は
雪
布
機
の
管
大
将
と
圖
型
で
あ
る
。
叉
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
だ

岡
右
下
方
の
座
臥
が
韓
じ
て
い
る
車
輪
状
の
具
は
緯
管
（
b
O
冠
）

　
　
　
い
た
み

を
巻
く
維
車
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
具
が
闘
版
3
－
B
の
下
段
左
方

に
見
え
る
が
、
こ
の
車
輪
厭
の
具
の
存
在
に
よ
っ
て
、
圖
版
”
り
一

A
の
織
婦
が
手
に
す
’
る
ヒ
は
後
に
蓮
べ
る
専
大
仔
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
、
　
　
凄

腹
機
圖

誰灘勲・

璽藝璽饗
ノ

澱
｝

響
，
暴

騰

im．
1
，
／
，

運

〆
ド

／　
　
　
一
回

，，／A，

藁辱

コザ
幽
薫
勲
一

　
　
　
　
　
　
挿
紛
館
二
醐
　
腰
　
　
機
（
天
工
開
物
）

C
緯
越
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
だ

　
ヒ
で
糎
“
へ
通
し
た
緯
綜
を
打
寄
せ
る
具
が
箴
（
挿
絡
第
一
C
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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中
國
の
織
物
技
衝
（
太
購
）

　
で
あ
る
。
何
れ
の
漢
爾
象
闘
機
も
簸
の
存
在
を
現
わ
し
て
い
な

　
い
。
漢
代
の
布
舗
遺
物
を
見
て
も
特
種
な
透
薙
な
輕
絹
以
外
の
一

　
般
的
な
布
魚
甲
は
籏
を
用
い
た
痕
跡
が
な
い
。
痴
そ
ら
く
輿
寄
移
の

　
黒
血
で
打
寄
せ
た
も
の
と
考
え
る
。

η
経
営
具

　
　
淵
叢
の
後
方
に
あ
っ
て
、
　
煮
繭
を
懇
さ
蓄
え
る
且
ハ
を
チ
キ
リ

　
（
挿
絡
…
第
一
D
縢
。
勝
）
と
よ
ぶ
。
曾
母
投
」
脅
稠
機
（
岡
版
4
－

　
C
）
の
長
い
後
柱
の
頂
に
そ
れ
ら
し
い
も
の
の
側
、
面
が
現
わ
さ
れ

　
て
い
る
。

R
布
巻
具

　
　
織
ら
れ
た
布
竈
は
逐
次
前
方
に
巻
き
と
る
と
共
に
経
綜
を
強
く

　
伸
張
す
る
。
こ
の
旦
ハ
を
チ
マ
キ
（
挿
給
…
第
一
鴛
榎
・
複
）
と
よ
ぶ

　
『
天
工
開
物
』
（
挿
縮
第
二
）
の
よ
う
に
幅
皮
即
ち
腰
点
て
（
挿
絡

　
第
一
〇
1
）
を
用
い
て
い
な
い
ら
し
い
。

F
機
　
　
　
璽

　
何
れ
の
漢
登
象
圏
機
（
圏
版
A
B
C
）
も
四
本
の
支
署
が
あ
9
、

　
そ
の
う
ち
後
脚
脚
は
山
尚
く
、
そ
の
頂
嚇
都
に
チ
キ
リ
を
取
・
り
つ
け
る
ら

　
し
い
。
こ
の
チ
キ
リ
を
取
り
つ
け
る
頂
都
か
ら
織
婦
の
膝
の
あ
た

　
り
に
取
ウ
つ
け
ら
れ
て
い
る
筈
の
チ
マ
キ
に
斜
に
架
す
る
オ
ト
コ

　
（
緒
床
）
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
開
口
に
役
立
て
ら
れ
る
短
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
八

　
二
野
が
見
え
る
。
こ
の
支
柱
の
頂
都
と
チ
キ
リ
及
チ
マ
キ
を
結
ぶ

　
線
は
経
綜
を
架
し
た
と
こ
ろ
を
現
わ
す
ら
し
い
が
、
こ
の
経
綜
の

　
線
と
綜
と
の
關
係
が
明
か
で
な
い
。

　
騰
…
縣
画
象
圏
懲
隅
（
圃
版
3
i
ー
ム
8
）
に
は
何
れ
も
織
機
の
ほ
か
に

継
車
が
、
刻
霊
さ
れ
、
管
大
仔
を
胴
い
、
二
肢
で
開
口
す
る
平
綴
高

度
の
機
法
と
見
ら
れ
『
天
工
開
物
』
の
腰
・
機
（
挿
偽
塑
…
）
と
岡
型
で

あ
る
ら
し
い
が
、
多
少
異
る
鮪
も
あ
る
。
我
布
機
は
朝
鮮
の
も
の
と

同
じ
で
あ
る
が
、
漢
画
象
圏
谷
と
開
口
の
仕
掛
の
み
が
異
っ
て
い
る

か
ら
、
山
東
の
機
法
が
一
衣
の
海
水
を
へ
だ
て
た
朝
鮮
に
そ
の
ま
ム

傳
わ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
我
布
機
は
漢
画
象
圏
擬
の
類
型

に
歯
す
る
と
見
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
五
稜
の
漢
画
象
圓
機
の
申
で
・
曾

母
投
仔
圏
機
の
み
は
後
述
す
る
よ
う
に
廊
機
よ
り
一
段
古
い
型
に
m
濁

し
別
の
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
我
國
の
機
織
は
、
縄
文
土
器
時
代
に
行
わ
れ
た
確
か
な
史
料
が
乏

し
く
、
大
職
唐
古
池
底
よ
り
禺
土
し
た
刀
野
や
、
最
近
駿
河
の
登
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
ら
禺
た
も
の
（
挿
紬
第
四
の
苦
縛
）
を
加
え
、
農
耕
時
代
に
入
っ

た
彌
生
式
土
器
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
機
織
が
行
れ
た
こ
と
が
明
確

に
な
り
つ
玉
あ
る
。
我
國
で
原
始
林
法
が
漸
く
行
わ
れ
始
め
た
頃
に
、

大
陸
で
は
古
式
の
布
機
の
よ
う
な
か
な
り
高
皮
な
機
業
に
進
ん
で
い

た
の
で
あ
っ
て
、
技
術
的
に
み
て
彼
我
の
間
に
か
な
り
の
隔
り
感
を

（　7SO　）



絹
磯

　
　
　
　
　
　
ま
み
み
や

　
　
　
譲
　
　
　
　
　
鼠
，
『
勇

健
ー
ー
，

7
　
ー
ー
宰

　
　
　
　
　
　
威
ア

唖
項

ド
ニ
魂

串
　
醐
　
の

麟
尺
　
　
　
守
麟

綴
、
物
　
狡
　
繍
…
（
太
購
）

（機維彙編）機絹挿 紛第三醐

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
後
に
論
じ
る
よ
う
に
こ

の
原
始
機
法
け
、
布
櫻
と
有
燃
隅
的
な
蓮
關
が
あ
る
機
法

で
、
大
陸
の
懸
隔
と
鋤
く
無
縁
で
あ
ろ
う
と
は
思
え
な

い
。
も
し
古
代
錦
織
に
於
い
て
こ
の
よ
う
な
原
始
機
法

が
行
わ
れ
た
と
假
定
す
れ
ぼ
、
布
擾
は
魏
晋
以
降
か
ら

讐
及
し
始
め
る
絹
機
（
挿
絡
第
三
）
と
の
申
闇
的
揆
法
と

云
え
る
。
こ
れ
ら
の
五
種
の
爾
象
岡
擾
の
…
禺
た
山
詣
果
の

地
は
、
齊
の
太
公
望
や
桓
公
以
來
女
功
の
獲
え
た
と
こ

ろ
で
あ
9
、
爾
漢
は
こ
の
地
方
に
服
官
を
置
き
錦
綾
繍
…

羅
の
産
は
鉦
萬
に
達
し
、
各
々
雷
干
の
織
工
を
督
し
た

と
傳
え
、
天
下
の
冠
馨
∵
衣
履
は
砦
こ
の
地
に
仰
い
だ
所

の
、
漢
代
の
最
も
優
れ
た
擾
法
を
代
表
す
る
。

四
、
中
野
周
遜
の
古
代
及
現
用
土
俗
原
始
機

　
申
漢
代
の
…
磯
織
披
術
は
r
石
に
蓮
べ
た
よ
う
な
青
回
度
な
段

階
に
早
く
か
ら
達
し
た
が
、
漢
画
象
当
機
以
外
の
古
い

史
料
を
殆
ん
ど
知
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
機
法
以
融
の
原

始
忌
門
は
漢
爾
象
圃
機
を
申
心
に
し
て
推
考
す
る
以
外

に
今
の
と
こ
ろ
方
法
が
な
い
？
こ
の
推
考
の
助
け
と
な

る
も
の
は
、
ゆ
闘
綱
漫
の
現
在
四
過
曇
の
磯
法
を
囲
瞥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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串
津
醐
　
の
　
織
　
物
　
技
　
衛
…
（
太
磯
）

す
る
こ
と
は
無
駄
で
な
い
。
「

　
西
域
で
行
わ
れ
た
古
代
機
法
を
競
う
直
接
史
料
と
し
て
、
ま
す
指

を
屈
す
べ
き
も
の
は
ス
ク
イ
ン
獅
が
予
關
の
古
領
に
沸
し
た
ダ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
・
ウ
イ
リ
ク
の
康
祉
で
…
得
た
絵
帽
画
に
あ
る
騨
凹
織
圏
で
あ
る
。
こ
の

締
…
画
は
中
國
か
ら
子
闘
に
王
女
が
嫁
圏
・
る
に
あ
た
っ
て
、
灘
種
を
秘

め
て
も
た
ら
し
た
傳
設
を
画
い
た
も
の
で
、
こ
の
絹
王
女
闘
機
は
中

幽
の
三
法
と
系
統
が
全
く
異
り
、
綴
錦
を
織
る
に
適
す
る
機
法
で
あ

る
。
叉
漢
代
の
遺
物
に
三
三
す
る
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
や
獲
蘭
な
ど
か
ら

出
土
し
た
綴
錦
類
は
簸
綜
で
織
っ
た
も
の
が
な
く
、
多
く
は
羊
毛
製

で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
卿
は
中
亜
の
各
地
で
こ
の
綴
錦
を
織
る
に
用
い

る
縄
打
具
を
激
個
入
手
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
綴
錦
の
絡
て
を

他
か
ら
輪
入
し
た
と
は
漸
じ
程
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
秘
法
は
水
雫
枠

…
磯
と
云
ケ
べ
き
で
、
　
エ
ジ
プ
ト
の
堅
枠
…
機
や
、
ギ
リ
シ
ャ
の
重
三
竪

機
な
ど
と
機
璽
が
異
っ
て
い
る
が
、
綴
錦
を
織
る
に
適
し
た
黙
・
は
皆

一
致
し
、
西
方
系
の
古
代
機
法
は
一
蓮
の
關
係
に
あ
る
と
云
え
る
。

こ
の
よ
う
に
西
域
で
は
申
國
本
土
と
盃
く
異
っ
た
機
法
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
㎜
凹
題
は
中
山
出
土
の
布
蹴
…
遺
物
の
杢
般
を
研

究
し
た
上
で
な
け
れ
ば
断
言
前
縁
な
い
が
、
中
國
木
土
の
機
法
と
一

態
無
關
係
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
舳
剛
度
の
古
代
機
法
は
不
…
明
で
あ
る
が
、
印
度
の
憲
法
が
粛
…
海
諸
島

土
俗
原
始
機

法
は
一
様
で

　
⑥な

く
、
種
々

の
類
型
が
認

め
ら
れ
る
。
　
の
議

事
北
邊
に
隔
具

　
　
　
　
　
維
力

絶
す
る
ア
イ
要

ス
機
の
主
要
主

操
作
磯
目
南
甜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
の
土
俗
原
燭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
○

の
土
俗
原
始
機
法
と
如
侮
な
る
關
係
に
あ
る
か
判
然
し
な
い
。

南
籍
島
の
畢
…
鼻

4

貫力脅機

た
だ
整
維
の
　
　
原
罪
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

駈ル志

奪N’
　．6－

で高騰

裏
拓
磯

こ
の

1匡11：ll匹匹臨、

絹
機

方
法
が
異
っ
て
い
る
黙
が
注
意
を
ひ
く
。
我
畜
生
式
土
器
時
代
の
原

始
機
は
殆
ど
ア
・
イ
ヌ
機
と
鍵
り
・
が
な
く
、
南
海
諸
島
の
土
俗
原
始
機

が
か
り
に
往
古
の
姿
の
ま
玉
を
傳
え
る
と
す
れ
ば
、
我
彌
生
式
土
器

（782）



鰻
（
挿
縮
第
四
）
ぱ
蒋
代
か
ら
行
わ
れ
始
め
だ
ら
し
い
我
原
始
機
即

ち
無
機
塵
の
貫
刀
柱
農
耕
按
術
と
共
に
大
陸
或
は
南
海
か
ら
の
侮
播

が
一
慮
纏
え
ら
れ
る
。

　
古
壇
時
代
の
前
期
頃
の
遺
物
で
あ
る
上
野
釣
上
細
井
．
稻
荷
山
古
墳

萬
土
の
石
製
…
模
燈
の
四
織
具
は
重
ん
ど
唯
一
の
遺
物
で
あ
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
形
か
ら
機
器
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
後
に
述

べ
る
面
懸
投
仔
岡
機
に
一
致
す
る
機
法
で
、
彌
生
式
土
器
時
代
の
機

法
の
自
然
な
獲
展
と
見
ら
れ
る
。
最
も
進
歩
的
な
絹
機
で
織
っ
た
薄

絹
（
挿
総
第
五
λ
）
が
附
着
し
た
鍍
金
鏡
が
肥
後
の
入
吉
町
才
園
の

古
墳
か
ら
出
土
し
で
い
る
か
ら
、
こ
の
絹
が
舶
載
品
で
な
い
限
り
、

絹
機
は
佛
教
渡
來
以
前
に
我
國
の
一
部
で
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

、
以
上
蓮
べ
た
潟
・
不
の
機
法
の
獲
展
段
階
を
最
も
主
要
操
作
具
で
あ

る
鷺
緯
越
具
と
C
撫
騨
打
具
か
ら
辿
っ
て
み
る
と
、
挿
絡
第
四
の
よ
う

な
…
俊
展
順
序
に
な
る
。
即
ち
彌
…
生
式
機
の
右
側
の
旦
ハ
は
緯
打
具
で
こ

れ
を
刀
将
と
よ
ぶ
。
左
側
の
細
…
長
い
議
論
奄
歌
の
具
を
貫
と
名
づ
け
、

こ
の
機
法
を
貫
刀
榑
機
と
し
、
無
機
塑
と
有
機
礒
に
分
け
、
唐
古
や

登
騒
掛
土
の
織
旦
ハ
は
無
雛
…
藁
で
あ
り
、
上
細
井
韓
土
の
も
の
は
有
機

藁
に
鵬
す
る
。
古
式
の
布
機
に
…
上
す
る
遺
物
は
無
い
が
、
近
代
ま
で

利
用
さ
れ
た
も
の
か
ら
推
す
と
、
刀
移
の
緯
打
の
機
能
は
布
機
の
脊

の
身
η
に
移
り
、
属
贈
爵
具
で
あ
っ
た
綜
巻
歌
の
貫
（
は
野
に
挿
綴
…
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
寧
・
泌
門
の
織
物
狡
欝
…
（
太
鶏
）

緯
管
が
は
た
し
、
二
つ
の
機
能
を
一
具
で
盆
ね
て
い
る
。
こ
の
古
式

の
布
機
を
管
大
野
機
と
よ
ぶ
こ
と
ム
す
る
。
次
の
絹
機
で
は
布
機
の

緯
打
の
機
能
は
竹
片
を
櫛
瓶
に
編
ん
だ
籏
に
分
れ
、
選
管
は
舟
形
の

小
稜
に
分
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
彌
生
式
機
の
貫
は
布
槻
の
管

大
意
を
媒
介
と
し
て
舟
形
の
小
樽
に
な
り
、
刀
移
が
簸
に
愛
つ
た
こ

と
玉
な
る
。
我
原
始
機
で
あ
る
早
生
式
機
か
ら
完
域
的
な
心
機
へ
の

進
み
か
た
は
極
め
て
自
然
な
偏
理
遷
を
へ
て
、
他
の
系
統
の
漁
法
を
採

用
し
た
よ
う
な
飛
躍
性
が
な
い
。
我
原
始
機
や
南
海
の
土
俗
機
の
よ

う
な
貫
刀
移
機
か
ら
古
式
の
布
機
に
進
み
、
更
に
こ
れ
か
ら
翻
機
が

完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
払
東
海
の
日
本
原
始
機
・
ア
イ
ヌ
土
俗

原
始
機
は
勿
論
の
こ
と
、
南
海
諸
島
の
貫
刀
野
機
に
属
す
る
土
俗
原

始
機
と
、
後
漢
代
の
…
遺
物
で
あ
る
無
様
画
象
百
事
と
は
關
係
が
絶
無
‘

で
な
く
、
相
互
に
親
縁
な
關
係
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

五
、
先
秦
時
代
の
織
機

　
愈
々
投
手
棚
機
（
下
版
4
－
C
）
は
他
の
画
輝
石
と
共
に
何
れ
も

後
塾
代
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
古
式
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
ら
ぬ

か
を
次
に
蓮
べ
よ
う
。
そ
れ
は
こ
の
脇
の
左
下
方
に
あ
る
曾
母
が
投

げ
た
移
の
形
（
闘
版
4
－
C
）
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
爾
血
石
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
噺

（　783　）



　
　
　
　
　
　
唯
　
躍
　
の
　
維
　
物
　
狡
　
衛
（
太
購
）

繍
爲
が
単
離
で
、
損
傷
が
あ
り
肖
し
か
も
痛
本
に
よ
る
親
察
で
あ
る

か
ら
主
観
を
混
え
る
危
瞼
が
あ
る
が
、
こ
の
轡
の
形
は
騰
…
縣
爾
象
A

圃
の
も
の
と
異
る
の
み
で
な
く
、
継
車
が
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
我
彌
生
式
土
器
時
代
の
遺
物
や
、
粛
田
海
諸
島
で
行
わ
れ

て
い
る
土
俗
原
始
機
の
刀
」
轡
の
形
を
思
わ
せ
る
。
叉
こ
れ
を
刀
柱
と

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
・
曾
母
が
投
げ
た
杵
の
意
味
が
躍
如
と
す
る
。

そ
れ
で
は
次
に
こ
の
ヒ
が
刀
野
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
を
他
の
史

料
か
ら
序
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
瑞
浪
、
楼
蘭
、
陽
高
、
ノ
イ
ン
。
ウ
ラ
な
ど
か
ら
羅
な
る

菱
形
や
斜
線
を
織
っ
た
透
薄
な
輕
絹
が
禺
嬉
し
て
い
る
。
私
は
か
つ

て
正
倉
院
裂
の
羅
の
断
片
に
よ
っ
て
そ
の
復
原
を
試
み
た
が
、
緯
打

に
籏
を
用
い
る
こ
と
が
殆
ん
ど
不
可
能
で
細
螺
や
登
呂
か
ら
患
た
よ

う
な
刀
髄
様
の
具
で
試
み
て
成
功
し
た
。
漢
代
の
羅
と
正
倉
院
裂
の

羅
は
組
織
が
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
事
實
は
七
二
の
古
式
の
機
法
を

示
唆
す
・
る
も
の
で
、
達
識
の
一
般
藩
法
か
ら
自
然
に
創
り
出
さ
れ
た

も
の
で
、
特
に
至
難
に
た
え
て
羅
が
織
ら
れ
た
も
の
で
な
い
と
私
考

す
る
。
第
二
は
磁
心
の
丈
献
に
見
え
る
杵
の
形
で
あ
る
。
『
考
工
詑
』

の
玉
人
の
條
に
天
子
が
焦
す
る
大
圭
は
長
さ
三
尺
で
、
終
葵
首
、
即

言
槌
を
移
上
し
旋
形
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
洋
上
と
は
漸
滅
し
た

長
大
な
形
を
云
う
ら
し
く
、
　
『
方
雪
臨
に
長
身
の
者
を
山
野
と
よ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
纂

だ
と
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
記
載
か
ら
移
の
形
は
決
ま
ら
な
い
が
、
絹
機

用
の
舟
形
の
小
説
を
指
し
た
と
思
え
な
い
。
叉
膝
縣
画
象
応
機
（
閥

版
3
・
l
A
）
の
心
願
移
の
よ
う
に
背
部
が
厚
く
、
腹
部
が
烈
歌
で
緯
、

管
を
微
動
す
る
塞
孔
を
う
が
ち
、
申
脹
み
の
弓
形
の
外
郭
の
も
の

を
、
大
御
の
よ
う
な
簡
正
堤
転
た
る
も
の
を
形
容
し
た
と
は
修
僻
上

ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　
第
三
は
こ
の
刀
将
に
評
議
｝
す
・
る
挿
総
第
閥
の
貫
と
名
づ
け
た
長
形

の
綜
巷
歌
の
織
具
を
用
い
た
か
否
か
を
し
ら
べ
て
見
よ
う
。
私
は
前

に
挿
絡
第
四
の
原
始
機
の
緯
越
路
を
貫
と
よ
ん
だ
が
、
こ
の
具
は
申

囲
で
も
臼
木
で
も
早
く
死
語
と
な
っ
た
。
『
設
丈
墨
字
』
に
瀦
な
惹
織

旦
ハ
が
あ
る
。
説
け
門
と
繍
の
會
意
で
あ
り
、
あ
だ
か
も
緯
越
具
が
経

綜
の
聞
を
織
る
が
如
く
独
許
す
る
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
關
字

が
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
締
を
訓
じ
て
「
織
る
に
綜
を
緯
め
る
、

貫
は
杯
な
り
し
と
『
原
本
玉
澤
』
が
引
く
『
説
丈
』
に
あ
る
が
、
も

と
有
罪
に
勤
慮
す
る
緯
越
具
を
か
く
よ
ん
だ
ら
し
い
。
『
羅
名
』
程
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
吊
の
條
に
「
苓
脾
、
経
転
質
将
、
中
口
闇
井
一
語
」
と
あ
る
が
、
苓

は
粗
骨
な
織
物
ら
し
く
、
騨
は
献
燈
磯
見
の
『
切
韻
』
に
「
鱗
は
綜

を
織
り
、
帯
と
な
す
」
と
あ
り
、
蠣
の
狭
い
厚
密
な
類
歌
の
も
の
に

解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
織
物
の
質
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

中
口
闘
と
は
悪
意
を
開
日
し
た
巾
へ
貫
で
緯
綜
を
越
す
こ
と
で
、
井

（　784　）



一
間
と
は
こ
の
緯
書
を
打
ち
寄
せ
る
を
云
う
ら
し
い
。
劉
向
が
序
を

書
い
た
『
賢
女
傳
』
の
魯
の
季
敬
姜
傅
に
九
織
具
の
機
能
を
あ
げ
、

こ
れ
を
職
官
に
喩
え
で
い
る
が
、
「
悩
」
な
る
大
行
入
に
あ
て
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
今
の
綾
の
如
き
も
の
だ
と
諸
家
が
註
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
う
に
刀
仔
に
野
秘
す
る
貫
な
る
織
具
が
あ
り
、
後
漢
頃
に

は
特
種
な
も
の
を
織
る
ば
あ
い
の
み
に
使
わ
れ
、
す
で
に
こ
の
頃
か

ら
聞
も
な
く
死
語
と
化
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
が
ら
先
秦
時
代
に
貫
刀
心
機
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
…
推
測
で
肖
る
が
、
曾
母
投
好
圓
　
機
の
鉋
丁
形
の
将
は
刀
将

で
あ
る
可
能
性
が
卜
い
で
あ
・
ろ
う
。
同
機
に
特
に
刀
将
を
選
ん
だ
の

は
他
に
何
か
櫨
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
か
、
或
は
庶
母
投
秤
の
故

事
に
合
わ
せ
る
爲
に
特
に
古
式
の
白
丁
を
選
ん
だ
か
も
知
れ
ぬ
。
何

れ
に
せ
よ
山
東
は
中
國
の
絹
織
物
の
最
も
褒
達
し
た
所
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
の
地
を
遠
く
離
れ
た
地
で
、
こ
の
よ
う
な
古
式
の
機
法
が
ま

だ
行
わ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

六
、
手
代
以
後
の
織
機

　
最
も
進
歩
し
た
機
法
は
絹
機
で
あ
っ
て
、
魏
習
以
降
に
普
及
し
た

が
、
そ
れ
以
上
近
代
ま
で
機
織
の
法
は
瑚
に
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
巾
　
麟
　
の
　
維
　
物
　
技
　
衛
（
太
用
）

機
法
は
最
初
透
薄
は
輕
絹
に
の
み
用
い
ち
れ
た
。
男
浪
や
面
高
出
　
土

の
罪
代
の
輕
絹
の
中
に
は
挿
絡
第
五
A
の
よ
う
に
、
竹
片
を
櫛
朕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

編
ん
だ
箴
を
用
い
た
痕
跡
を
絹
に
印
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
般
の

三
代
の
絹
嵐
…
に
は

不
思
議
に
こ
の
籏

筋
が
見
え
な
い

（
挿
絡
第
五
B
）

し
か
し
唐
詩
ま
で

下
る
と
絹
の
み
で

な
く
、
布
に
も
こ

の
籏
筋
が
印
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の

導
實
か
ら
推
し
て

六
朝
の
聞
に
著
し

い
機
法
の
愛
革
が

あ
っ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。

後
箭

筏
．
ア

β

爺
．
．

　
し

露

蒼

し
し傷

亮
闇

挿総第五．醐漢代の絹の見3iえ圃

　
籏
字
は
『
読
．
文
』
な
ど
に
な
く
『
一
切
維
習
義
』
は
後
魏
張
輯
の

『
蒼
蒼
』
を
ひ
ぎ
、
　
「
籏
は
竹
仔
で
あ
る
し
と
し
、
将
と
籏
を
同
じ

も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
機
能
的
に
岡
じ
で
も
織
具
の
用
い
方
や
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
三

（785）



　
　
　
　
　
　
巾
　
國
門
　
の
　
織
　
物
　
狡
　
衝
…
（
畜
）

が
全
く
異
る
の
で
あ
る
。
ヒ
は
秤
と
も
稜
と
も
害
く
が
、
織
具
と
し

て
の
綾
字
は
後
漢
の
服
慶
の
『
逓
俗
文
』
が
初
見
で
移
を
訓
じ
て
、

「
行
緯
」
と
し
孚
（
ク
ダ
）
　
に
勤
し
「
受
緯
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
野
は
同
門
に
「
受
緯
」
と
あ
り
、
　
『
説
丈
』
も
「
持
緯
」
と
あ

る
。
緯
越
出
田
た
る
機
能
の
表
現
が
綾
よ
り
弱
い
か
ら
、
籏
に
封
庭
…
す

る
舟
形
叩
の
ヒ
と
、
長
大
な
将
と
品
別
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
が
。
そ

れ
故
籏
に
転
籍
す
る
も
の
を
峻
と
す
る
の
が
正
し
い
の
で
な
い
か
。

　
漢
代
に
わ
い
て
透
薄
な
臨
輕
絹
の
み
を
織
る
に
通
事
．
一
な
か
っ
た
籏
綾

を
憎
い
る
絹
機
は
、
魏
昔
以
降
か
ら
次
第
に
一
般
の
絹
吊
を
織
る
に

利
用
さ
れ
始
め
、
樋
代
に
な
る
と
布
ま
で
も
織
る
に
至
っ
た
。
こ
の

特
種
技
衛
を
一
舷
化
し
た
の
は
後
漢
の
終
末
か
ら
三
國
以
降
に
か
け

て
布
吊
が
銭
に
代
っ
て
流
通
し
、
富
の
象
徴
と
な
っ
た
當
時
の
経
濟

策
　
一
表
　
　
機
　
法
　
及
　
織
　
具
　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
田

的
刺
戟
に
よ
り
、
絹
機
の
出
血
の
高
さ
を
看
破
利
用
し
た
の
で
な
い

か
。
か
く
し
て
申
國
の
機
織
技
術
は
河
北
を
中
心
に
最
も
諸
学
な
機

法
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
．

　
第
一
表
で
各
機
法
の
織
具
の
異
圃
を
示
し
た
。
次
に
各
機
法
の
作

業
動
作
に
縞
か
く
分
析
を
試
み
た
の
が
窮
二
表
で
あ
る
。
原
始
撲
は

一
八
動
作
で
緯
綜
二
越
を
織
り
、
曾
等
等
仔
岡
機
は
一
五
動
作
で
縢

縣
画
夢
想
機
は
九
動
作
で
、
絹
機
は
六
動
作
に
短
縮
し
得
た
こ
と
」

な
る
。
も
し
無
動
作
に
要
す
る
瞬
間
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
確
定
す
れ

ば
、
原
〃
始
網
点
に
比
べ
て
縢
書
画
象
穂
晒
は
一
　
倍
、
絹
機
は
一
一
π
措
の
生
申
座

を
あ
げ
得
た
で
あ
ろ
う
。
動
作
が
少
い
楼
法
ほ
ど
作
業
が
迅
速
圓
滑

と
な
る
か
ら
、
實
際
は
こ
の
比
率
よ
り
遙
か
に
高
か
っ
た
に
違
い
な

い
。

機
　
　
　
法

最
主
要
織
無
機
法

A
醐
口
具

B
緯
越
具

c
緯
打
具

D
緯
巷
具

E
席
巻
具

F
機
酸

1
（
原
三
縄
）

（無

@
盗
貫
刀
檸
機
）

（
孚
綜
無
購
）

（
貫
）

（
刀
　
轡
）

（
無
）

孤
曾
母
四
十
闘
機

肺
静
徽

三
雫
綜
）
二
羅

賞

刀
　
　
柱

端
穴
腰
小

機
卜
定
膚

纒
縣
傾
架

m
縢
墨
画
療
圓
機
　
　
（
古
式
布
機
）

二
大
仔
機

右
　
詞

答
〔
大
仔
〕

大
仔
〔
笹
〕

右
　
同

右
　
周

右
　
周

W
絹
　
　
　
橋

三
脚
機

二
綜
　
二
購

小
　
　
綾

籏

矢
車
附
軸

右
　
岡

紹
朝
賀
架

（　786　）



臨
箪
二
表
　
機
織
作
慨
未
鋤
作
の
恭
刀
析
由
衣

：1：簾　始 機 1工 曾母川好機 雀証 古式布機 w 絹 機

織具　動作
四肢

ｮ作
織∫い動作

四肢
ｮ1乍 維具 動作

甦職

ｮ作
臥具 動作

四肢
ｮ｛乍

貫　　持 右手 前二阿ジ 穴籍 持 右手 稜 持 右乎
蓮 〃 〃 通 〃 投 4

　　　受
ﾊ字　　持

左手

E手
多 受 た乎

通 4 〃

緯打
ｲ

爾手

u手
夢 大回 弓打

ﾋ
雨手

ｶ手
（筏 緯打） オ浮

綜　　．L 左乎 （綜　上） 脚 （綜 ，、1二） 脚 （綜 上） 脚
貫　　持 左手 穴杯 持 左手

通 〃 通 4

受 右手
夏仔　　持 右乎 刀仔　持 〃

麺 グ 通
綜　乎ハナシ 左手
刀糧立テル、 雨手
貫　　持 ：左手 機 持 右手

通 〃

投 4

　　　受
℃e　倒シ

右手
｢手

受 1左手

ク　　緯打

@　　抜
4
右
手

刀仔緯打ク　　抜 附手

E手
大仔 緯打

ｲ
爾手

E手
（筏 緯打） 右手

（綜 上） 脚

動作数合計 18 豊δ 9 6

寧
醐
の
級
物
技
衛
（
索
隅
）

七
、
結

瓢口隅

　
先
秦
の
機
法
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
脅
母
投
好
圏
機
そ
の
他
か
ら

貫
刀
秤
機
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
知
る
。
．
恐
ら
く
最
初
は
無
擾

藁
で
あ
り
有
機
璽
に
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
後
漢
ま
で
に
縢
縣

画
二
業
機
の
よ
う
な
古
式
布
機
に
な
り
、
こ
の
頃
特
種
な
輕
絹
に
利

用
さ
れ
て
い
た
絹
機
は
、
魏
晋
以
降
に
一
般
絹
吊
に
ま
で
普
及
し
、

十
代
に
な
る
と
布
を
織
る
に
も
用
い
ら
れ
た
。
右
に
蓮
べ
た
と
こ
ろ

を
表
示
す
る
と
第
一
瓢
表
の
よ
う
に
な
る
。

館
三

原
　
姶
機

　
無
機
蜜

　
有
機
叢

古
式
布
機

物
　
　
機

紛
　
　
　
機

表
　
　
＋
n
代
中
稲
機
沸
ハ
鵜
凱
蓬
の
推
｛
疋
由
衣

　　

@　

@
器
瓢
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
後
漢

　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
一

一
1
ー
ー
｝
I
l
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
［
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
｝

　　　割　　　一　　e　　．　一t　皿　　　　　一　’rm　　一一

一　　　im

e，eo

七
識

（787）



　
　
　
　
　
　
中
　
騰
　

の
　
織
　
物
　
技
　
徳
（
太
田
）

　
機
織
一
披
術
の
獲
蓬
に
よ
る
布
臨
の
生
動
塘
加
…
を
論
…
じ
た
が
、
機
織

技
術
は
布
吊
生
産
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
書
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
盃

貌
が
こ
れ
に
よ
っ
て
察
知
で
き
る
。
布
｛
吊
が
銭
貨
に
代
っ
て
登
揚
す

る
荊
提
と
し
て
、
原
則
的
に
生
産
量
が
溝
費
量
を
遙
か
に
超
過
し
て

い
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
漢
朝
の
統
一
が
崩
れ
て
三
國
が
分
立
し
た
と

き
、
河
北
の
地
に
孟
母
し
て
い
た
絹
｛
吊
、
殊
に
自
家
満
費
が
筒
的
で

な
か
っ
た
か
ら
、
南
…
北
通
商
の
阻
隔
に
と
も
な
い
、
絹
綿
は
河
北
に

滞
積
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
玉
に
生
産
が
工
費
よ
り
遙

か
に
超
え
ざ
る
を
程
ぬ
主
要
な
原
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
輪
軸
が
寡

少
で
あ
っ
た
細
雨
銭
を
遵
用
し
、
絹
綿
の
戸
調
を
制
し
、
布
融
で
穀

を
買
う
雫
耀
法
を
立
て
鰍
削
制
。
視
制
の
申
國
の
申
世
的
の
特
微
の
端

績
を
開
い
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
文

面
は
黄
初
二
年
に
五
鉄
を
慶
し
て
穀
畠
で
市
買
さ
せ
た
の
も
河
北
に

絹
吊
が
過
剰
で
あ
っ
た
か
ら
で
な
い
か
。
爾
來
北
角
は
久
し
い
間
銭

を
癒
す
纐
馨
吊
を
も
つ
て
取
引
し
た
の
は
、
魏
の
制
度
の
惰
…
性
と
も
考

え
ら
れ
な
い
。
南
朝
で
は
銭
は
依
然
流
通
し
、
財
政
は
銭
貨
を
中
心

に
論
議
さ
れ
た
。
江
古
小
は
麻
田
が
多
く
簸
桑
は
ま
だ
嚇
彼
蓬
の
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
麻
け
鷲
…
繭
を
綜
す
る
よ
鋤
紡
ぐ
に
か
な
り
長

い
時
間
を
要
し
た
こ
と
は
漢
書
食
貨
志
に
同
巷
の
婦
女
が
冬
の
夜
燦

火
を
か
こ
ん
で
紡
績
し
、
　
一
月
を
四
十
五
日
置
延
長
す
る
ほ
ど
の
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
穴

作
に
從
つ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
祭
せ
ら
れ
る
。
麻
布

を
主
と
し
た
江
東
で
は
布
の
生
産
が
溝
費
に
近
接
し
、
大
量
の
除
布

が
市
場
に
流
繊
す
る
飴
裕
が
な
く
銭
が
流
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
伽
鞘
｛
吊
が
銭
に
代
っ
て
流
通
す
る
と
絹
臨
買
が
濫
悪
に
流
れ
た
の
は
凄

貴
で
、
こ
の
取
締
り
は
厳
重
で
認
‘
0
つ
た
が
違
反
す
る
者
が
後
を
絶
た

な
か
っ
た
。
絹
の
濫
悪
の
一
例
と
し
て
ス
タ
イ
ン
卿
が
縷
蘭
で
得
た

木
画
に
任
胃
石
虚
夢
の
練
一
獲
の
幅
は
二
尺
二
・
寸
、
長
三
島
で
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
二
十
五
爾
と
あ
P
、
そ
の
値
を
、
も
詳
紀
し
て
い
る
が
、
正
倉
院
藏
の

調
維
と
亘
り
大
差
の
な
い
一
国
賀
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
　
一
応
方
尺
の
重

量
比
較
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
絹
の
粗
悪
化
は
必
ず
し
も

巧
儒
に
よ
る
と
限
ら
な
い
。
籏
を
用
い
た
翻
機
、
或
は
絹
機
に
倣
っ

て
籏
を
利
用
し
た
布
機
で
織
つ
だ
布
｛
吊
は
三
々
が
見
え
、
粗
悪
な
感

を
と
も
な
う
黙
淫
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
7
。
し
か
し
唐
代
の
布
吊

は
籏
を
用
い
な
が
ら
心
馳
な
絹
を
織
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
絹
綿
を
巧

妙
に
使
い
こ
た
せ
る
時
期
に
到
淫
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
維
濟
的
動

縫
が
能
率
の
高
い
絹
…
磯
を
魯
及
さ
せ
、
一
時
は
絹
を
粗
悪
化
し
た
が
、

こ
の
無
法
に
遽
鷹
…
す
る
美
絹
を
躍
る
時
期
が
…
間
も
な
く
謙
る
の
は
、

凸
6
0
え
て
こ
の
絹
機
の
ば
あ
い
に
限
ら
な
い
。
（
昭
和
二
五
、
　
一
〇
、
）

　
⑦
拙
稿
「
登
臨
日
電
欝
土
の
織
具
」
（
『
學
藝
繭
第
三
六
號
、
昭
和
一
一
三
年
〉

（　78S　）



・
に
こ
の
織
厩
ハ
の
使
m
川
法
に
鮒
㈱
し
考
察
し
た
O

②
　
ム
八
…
聞
櫓
湖
茉
『
糠
ハ
鋤
…
彙
編
…
』
の
あ
不
綿
機
の
闘
を
か
っ
た
。
水
竿
灘
門
の
名
は

　
馬
毛
玉
恥
で
な
い
か
ら
、
・
布
機
な
る
名
“
廻
m
播
い
た
。
本
稿
の
組
…
機
の
篭
鳥
も
㎞
両
害

　
に
従
っ
た
。
し
か
し
布
機
で
紐
を
織
る
こ
と
は
勿
論
可
能
で
あ
る
。

ゆ
W
　
巾
・
原
虎
粥
刀
『
鴨
脚
物
難
考
』
　
「
厩
坐
機
と
そ
の
系
自
陣
の
織
燃
梱
」
策
一
二
闘
門

④
　
謎
①
の
拙
文
で
膨
古
町
土
の
刀
仔
の
用
法
を
考
察
し
℃
お
い
た
が
、
昭

　
瀦
二
五
年
四
月
國
立
博
物
館
奈
良
分
館
の
「
古
代
農
耕
丈
化
展
」
に
登
鰯

　
㎝
凹
土
の
新
鋼
耳
聞
の
影
向
服
が
繊
鯉
川
さ
れ
’
て
い
た
が
、
尉
囲
器
の
図
形
を
知
る
＋
恕

　
得
た
。

⑤
卜
幹
。
凶
三
卜
g
営
誘
羅
さ
骨
髭
・
マ
一
頻

　
日
鋼
享
『
酉
域
交
明
文
史
概
論
』
猿
二
闘
に
右
の
書
か
ら
岡
麟
が
鯨
目
さ

れ
て
い
る
。

⑥
　
杉
浦
…
健
一
「
東
南
…
ア
ジ
ア
に
於
け
る
原
姶
織
物
技
術
の
分
布
と
そ
の
文

　
化
史
的
意
義
」
（
『
南
麗
細
亜
學
報
b
策
一
魏
）
に
か
な
り
廣
範
園
に
わ
た

　
る
呑
ハ
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦
　
融
①
の
拙
文
で
上
細
Ψ
井
山
圃
土
の
イ
、
職
四
口
日
ハ
の
巾
・
転
回
。
　
へ
、
懲
糧
憂
の
臨
像

　
で
、
㎞
械
塞
が
あ
っ
た
と
す
る
理
・
田
を
の
べ
て
お
い
た
。

⑧
心
事
諸
王
光
墓
畦
引
譜
第
三
六
の
3
0
の
毛
の
が
最
も
明
確
唱
、
あ
る
。
但

　
搬
大
さ
れ
た
も
の
は
横
向
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
九
十
度
廻
卜
し
て
鴨
る

　
ぺ
．
き
で
あ
る
。

⑨
竃
．
O
｝
髭
秀
§
霧
愚
◎
。
§
ρ
§
審
○
｝
営
二
二
◎
。
5
，
Φ
騒
審
謄
旨
き
｝

　
　
　
　
　
　
串
　
醗
　
の
　
織
　
物
　
技
　
衛
（
太
田
）

蓄
ぎ
賭
。
．
§
．
岡
書
に
綱
と
あ
る
が
、
王
豊
浜
氏
は
羅
幣
」
で
綴

と
讃
ん
で
い
る
か
ら
、
同
氏
の
説
に
從
う
。

口
論
解
設

…

　
　
　
　
ニ
エ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
初
期
の
紡
綾
工
場

　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
工
業
の
繭
耶
労
は
、
濁
立
脚
闘
に
於
て
も
、
羊
毛
、
蹴
…

織
物
を
始
め
、
輩
・
靴
即
、
鍛
治
、
醸
潰
、
曲
置
土
、
家
胤
ハ
等
の
餓
斑
造
に
み
ら
れ
．

る
が
、
姫
零
時
は
な
お
英
本
…
圏
の
維
濟
政
策
の
．
麓
鮎
氾
を
受
け
、
ま
た
ア
メ
リ

カ
の
自
膿
に
於
け
る
費
本
の
畜
積
亀
乏
し
か
っ
た
爲
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地

の
魚
瞼
工
業
は
、
何
れ
も
撤
｛
め
℃
低
い
｛
爪
肉
口
工
業
の
段
階
に
止
っ
て
い
た
。

從
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
北
犀
業
革
A
仰
が
》
、
の
籍
…
に
つ
い
た
の
は
掴
掬
議
晶
以
後
、
一
殊

に
英
佛
職
争
當
時
の
職
璽
不
・
介
入
を
四
日
的
と
す
る
出
港
林
濯
止
に
よ
る
貿
易
W

制
限
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
工
業
製
品
の
楡
入
の
杜
絶
は
、
工
業
製
品
自

給
の
必
要
を
痛
惑
せ
し
め
、
爾
後
言
言
的
に
と
ら
れ
た
三
内
産
業
助
政
策

に
よ
つ
℃
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
は
急
速
な
襲
展
遊
見
る
に
釜
つ
た
り
し
か

亀
そ
の
先
騒
を
な
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
紡
績
業
で
あ
り
、

水
山
刀
を
動
力
と
す
る
偏
職
機
の
溜
用
は
、
家
内
工
肌
兼
か
ら
工
胡
吻
剰
工
業
へ
の

樽
換
を
齋
し
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
費
本
と
勢
働
の
需
“
要
を
帝
大
せ
し

め
、
入
口
の
都
市
集
中
を
促
し
、
　
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ー
3
の
各
地
に
工
業

都
市
の
嚢
坐
を
み
た
。
こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
紡
績
業
は

古
い
歴
史
を
賄
狩
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
水
力
の
利
刑
を
不
幸
談
と
す
る

初
期
川
の
紡
軌
覗
麟
未
の
褒
蓬
に
と
っ
て
は
、
　
日
曜
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
り
擁
め
て

有
利
な
地
理
的
傑
件
を
有
し
て
い
る
ρ
勘
ち
ニ
ユ
！
ぞ
ン
グ
ラ
．
ン
ー
3
は
氷

河
時
代
の
氷
榊
渦
に
よ
る
湖
沼
田
が
多
く
、
河
川
は
山
木
だ
築
濡
歌
能
心
に
興
ず
’
る

暇
が
な
い
た
め
急
端
や
瀬
…
一
己
に
（
莇
み
、
ま
た
｛
年
を
逓
じ
℃
齢
…
ど
均
等
に

窟
當
の
隆
　
颪
…
を
み
る
た
め
、
轟
小
山
刀
は
加
†
串
・
三
角
㈲
す
る
こ
と
が
な
い
。
箔
、
れ

故
に
初
期
の
紡
績
工
瘍
は
凡
て
河
川
の
浩
…
序
の
水
力
を
利
用
し
易
い
地
動

に
立
地
し
た
の
で
あ
っ
て
、
q
紬
に
示
し
た
の
竜
口
1
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州

ポ
ウ
ツ
ケ
ツ
ト
（
勺
蟄
怨
葺
。
げ
O
酔
）
の
同
名
の
裸
踊
揮
に
設
け
ら
れ
た
口
取
亀
士
自

い
紡
績
工
場
の
一
例
で
あ
り
、
現
聡
で
は
織
物
博
物
舘
と
し
て
保
存
き
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
維
田
武
維
）

七
七

（789）



mp　＠

小
　
松
　
競
　
の
、
獲
　
展
　
　
（
灘
跡
）

「
小
松
史
料
編
」
上
　
膨
」
欝
O
　
「
絹
縮
方
一
件
」

「
伽
賀
藩
史
料
」
錦
十
二
編
　
℃
「
潰
O

⑭
　
　
「
小
松
史
料
編
」
下
　
同
、
’
へ
鴇
署
　
「
翻
運
上
一
事
」

　
「
近
年
御
津
方
に
諮
る
て
翻
揖
來
三
斜
に
付
、
小
松
町
絹
商
實
猛
者
と
る

　
蓬
惑
之
趣
等
…
…
」

年
代
は
不
明
で
帝
の
る
が
、
｛
一
々
潤
か
ら
寂
声
し
て
幕
末
の
」
も
の
と
闘
心
わ
れ
る
o

qb　qs）

周　阿

上製、上

靴
。
離
O
ヅ
い

℃
」
O
謡

飼・

x
こ
⇔
叡

「
順
流
町
鳶
差
止
鯵
一
件
」

「
絹
道
心
差
止
之
一
件
扁

本
誌
三
三
ノ
五
所
載
「
我
が
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
の
正
誤
表

四四囚圏四鶴≡三三盗三三三三三檀二
六蹴泥○○○入六鋤三三三三　　：雲
上下上下下上上上下．1＝ゑ下下割書

7135ユ7δ31418三3ユ29｝M2行

　
　
　
　
　
誤

囎瓢

�
�
ﾁ
†
　
（
十
一
一
山
ハ
年
）

（
六
三
〇
年
頃
）

等
分

上、

X
に

戸
分

羅
誌
丈
二

季
。

言
ひ
。

我
が
葎
律
八
”
時
代
の
魏
堺

郡
、謹

製
の

改
．
3
5
ら
れ
こ
と
に
氣
が

つ
い
て

修
羅
剃

捌
く
襟
幅

　
む

撫
原
村
。

　
　
　
　
　
回

漕
組
翌
年
（
七
一
流
年
）

（山

n…

w
○
加
†
）
　
頃

戸
令

上
に
翼
に

戸
含

以
上
は
一
二
㎝
、
丈
化
』

馬言
ひ
、

我
が
葎
げ
ん
ア
時
代
の
細
酵
剃

郡制
勅
が

改
．
め
ら
れ
た
こ
と
に
氣
が

つ
い
た

露
里
翻

曰
く
、
云
云

　
む

春
日
寸
　
　
　
　
　
，

十
↑
塵
メ
墨

六
二

…
一
…
ー
ー
爲
　
繍
　
解
　
設

　
　
岡
版
λ
鳶
藤
縣
讃
象
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
黛
Q
年
の
頃
に
山
東
省

　
の
藤
縣
か
ら
毘
土
し
た
愚
の
で
、
昭
和
鉱
揖
年
の
秋
に
京
大
入
交
科
學
研

　
究
所
で
催
さ
れ
た
「
雪
避
濃
欝
象
石
拓
本
展
」
に
な
ら
べ
ら
れ
、
初
め
て

　
紹
介
さ
れ
た
新
史
料
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
㎜
槻
蹴
載
M
矧
は
齢
既
に
知
ら
れ
た
も

　
の
が
三
種
函
の
る
が
、
こ
転
に
繍
胸
げ
」
に
襯
囲
恥
駅
ぼ
何
れ
∵
も
か
な
h
リ
精
細
さ
の
あ

　
る
も
の
だ
が
、
二
丈
に
蓮
べ
た
よ
う
に
技
衝
酌
な
解
明
が
で
き
ぬ
貼
が
甚

　
だ
多
い
。
縢
縣
姓
象
で
興
味
を
ひ
く
の
は
機
を
織
る
羨
で
の
準
備
作
業
が

　
わ
か
る
こ
と
で
、
竃
こ
の
黙
珈
岱
暴
山
八
題
㍗
工
學
鷲
朋
賊
の
撒
織
灘
四
左
轟
か
に
あ
る
の
雑
X

　
（
ワ
ク
）
を
鯨
じ
て
い
る
岡
と
共
に
漢
代
の
機
織
の
準
備
工
程
や
船
具
が

　
加
川
何
り
な
る
も
の
で
あ
っ
た
．
か
が
知
れ
る
O
こ
の
岡
の
技
徳
的
に
鯉
肌
く
よ
り

　
も
、
…
研
〃
の
小
木
臨
脳
ロ
磁
の
開
瓢
人
工
…
圃
物
始
と
比
較
さ
れ
．
る
と
一
癬
蹴
ハ
醗
℃
か
噛
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
だ

　
で
あ
ろ
う
。
B
辮
凹
下
段
の
ゐ
九
方
は
盛
服
な
い
」
に
は
め
る
緯
二
尉
（
粥
拓
。
禦
寧
）
を

納
巻
羅
章
堕
、
、
A
岡
に
高
じ
為
が
梨
さ
在
」
い
る
が
、
巽
工

　
…
開
円
物
』
の
「
紡
寧
繍
門
」
に
あ
た
り
、
左
上
の
隅
に
あ
る
ゆ
丁
形
の
・
も
の
は
枇
快

　
紳
畢
に
か
け
た
縣
で
あ
る
⇔
右
方
は
綜
を
繰
る
…
嗣
で
『
天
工
開
物
』
の
「
哺
調

　
綜
囲
」
と
一
致
し
，
人
物
が
手
に
持
つ
も
の
は
縣
を
巷
い
た
鑓
で
、
袖
の

　
下
の
と
こ
ろ
に
あ
る
三
木
・
の
粧
の
あ
る
の
は
タ
タ
リ
（
騨
伽
）
で
あ
っ
℃
、

　
何
れ
も
『
天
工
開
物
鵠
の
ら
の
と
攣
り
が
な
い
。
　
（
太
田
英
藏
）

ー
ー
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
～
ー
ー
ミ
　
　
　
　
　
く
ぐ
～
一
く
一
…
一
（
ノ
ー
㌧

轍
鐙
暫
紹
介

角太辮星高

研欝ヲ担瑚尾

丈英忠輝一

衛蕨熊夫無

煙日野氏恥

京
大
交
學
部
特
別
研
究
生

京
大
丈
藁
三
助
．
乎

立
命
館
穴
學
丈
四
部
講
師

川
島
繰
物
研
究
野
々
田

大
阪
市
立
大
學
助
教
授

（7ア4）



　
　
　
　
　
　
　
著
磐
論
丈
鶏
錬

綿
繰
改
．
越
事
業
工
作
報
告
　
申
支
建
設
賓
料
整
備
委

　
負
會
編
…
灘
部
（
編
課
搬
伽
報
凶
九
）

綿
花
綿
布
に
閣
…
ナ
る
古
代
丈
那
人
の
知
識
　
藤
田
豊
’

　
入
（
東
洋
學
報
一
五
ノ
ニ
）

…
朋
代
に
於
け
る
木
齢
脚
の
澱
“
及
に
つ
い
て
　
西…

?
定
ル
｛

　
（
史
墨
難
舳
鱒
黒
↓
し
ノ
四
門
、
　
五
、
　
山
ハ
）

松
江
府
に
於
け
る
縮
業
形
戒
過
程
に
つ
い
て
　
酉
鴎

　
宛
生
（
証
愈
経
濟
史
學
一
三
ノ
一
一
、
一
ご
）

誰
久
即
里
親
熊
期
紬
仰
業
の
成
立
と
そ
の
続
騨
一
驚
　
岬
四
融
…
定
生

　
（
オ
リ
エ
ン
タ
リ
カ
2
）

帝
X
烈
哩
初
期
綿
業
需
甲
一
毫
の
考
旗
剛
　
酉
畝
累
斜
生
（
宙
岱
搬
q
融
γ

　
報
三
一
ノ
ニ
）

十
六
・
十
七
帯
μ
融
脚
を
巾
・
心
と
す
る
巾
・
醐
凹
農
村
工
業
の

　
考
察
　
西
嶋
定
血
（
歴
史
學
研
究
一
三
七
）

近
代
化
以
飴
…
に
n
於
け
る
山
∴
國
門
綿
業
の
成
立
に
就
い
一
、

　
渡
蔀
富
義
（
史
學
研
究
二
）

南
京
木
綿
興
亡
史
　
三
方
直
吉
（
東
亜
論
叢
一
）

支
郷
に
お
け
る
紡
績
業
と
棉
花
　
名
利
統
一
（
東
亜

　
羅
濟
研
究
一
i
君
β
判
五
九
九
亘
有
斐
閣
　
昭
魂

　
一
六
年
三
乃
i
所
牧
）

支
郷
に
於
け
る
乎
紡
綜
と
手
織
　
小
倉
隆
（
満
蒙
二

　
〇
ノ
一
）

薄
南
省
の
綿
業
　
胡
党
良
著
大
角
資
郎
縄
編
（
満
餓

　
調
査
月
報
二
〇
ノ
九
）

画
酉
に
於
け
る
織
布
業
に
於
て
　
挙
鐵
虎
雄
。
肉
本

　
達
弘
（
購
二
一
ノ
一
〇
）

山
東
省
灘
縣
に
於
け
る
繰
布
業
の
墾
濫
　
掘
内
浩
雄

　
富
永
一
雄
（
阿
三
ノ
一
）

常
州
（
武
瀧
）
に
於
け
る
織
灘
工
業
　
上
海
事
務
班

　
調
盗
譲
澤
（
岡
ニ
ニ
ノ
一
〇
）

餓
－
遙
土
喩
叩
の
雁
諏
麓
形
態
　
由
斌
小
蓬
弘
（
同
士
ニ
ノ
．
一
、

　
二
）

山
東
省
臨
清
晦
布
業
概
況
　
樺
山
幸
雄
（
岡
二
翼
ノ

　
七
）

雲
南
省
綿
業
巡
査
緑
告
　
綿
業
統
調
委
員
會
署
周
自

　
雀
課
（
編
課
筋
療
…
ノ
四
）

武
漢
の
勤
労
業
李
建
昌
著
長
野
正
央
課
（
図
ニ
ノ

　
四
）

河
南
省
の
綿
業
　
中
綿
建
設
費
料
整
備
委
員
準
拠
課

　
部
（
編
諜
彙
報
一
爺
）

杢
爾
頭
並
委
員
會
綿
業
統
領
委
員
會
…
二
年
來
工
作
報

　
漁
“
　
（
閥
凹
山
ハ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

中
國
紡
績
瑛
業
の
挫
格
と
H
購
纏
螢
の
欝
立
　
西
藤

　
雛
雄
（
束
亜
門
濟
研
究
職
ノ
一
）

支
那
紡
績
業
に
於
け
る
捗
働
請
負
湖
度
　
岡
郵
利
良

　
（
東
亜
緯
濟
論
叢
一
ノ
嚇
）

轟
火
…
那
紡
撒
砂
陣
分
働
槻
潤
負
測
嗜
癖
の
繕
伊
式
　

㎞
両
州
犀
利
由
鼓
（
闇
凹

　
一
ノ
ニ
）

ホ又

ﾟ
紡
櫨
腿
献
雰
働
端
野
一
難
細
思
鷹
の
脚
践
仙
題
　
岡
蔀
剥
利
良
（
同
一

　
一
ノ
三
、
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
西

支
那
紡
績
勢
働
の
吟
味
　
戸
．
田
義
郎
（
交
那
研
究
餌

　
六
）

滋
、
其
　
の
　
他

澱…

y
び
聯
…
獅
…
驚
門
獅
…
に
つ
い
℃
　
軋
藤
田
画
二
八
（
雰
く
那
｝

　
七
ノ
］
）

L
・
ル
コ
紬
輯
蘇
朔
考
　
函
N
藤
知
月
秀
（
史
學
一
幅
ノ
三
）

糧
布
考
　
那
波
利
貞
（
史
林
八
ノ
顕
）

入
曽
絹
綜
工
業
報
告
書
　
巾
支
麩
設
費
料
戦
備
委
員

　
倉
編
課
部
（
編
課
彙
報
一
九
）

支
那
の
毛
辮
ハ
了
滝
弟
　
巾
↓
又
癌
箆
黙
拝
誰
寛
料
惣
九
国
…
委
昌
二
親
摘
編

　
課
部
（
圖
黒
二
）

南
鴫
が
繊
鞭
叩
原
料
の
祖
撫
川
に
つ
い
て
　
繍
四
部
利
良
（
山
果

　
亜
純
濟
論
叢
ニ
ノ
叫
）

ー
三
目
総
鯉
…
親
　
岡
版
四
～
…
一
～

　
　
　
　
犠
　
く
　
　
り

　
　
　
　
系

賑麹禦講甑
1醐讐籍謹襲響霧雪綿：
　鈴でれをる旧く本が物かく　，k

｛1講灘纏りl

lるは前廼たをがりい、、　　　　　　　　　　　　　　　！1，

｝灘ll轍
し
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of　1〈1figa　to　lift　its　contro｝　over　1．〈lm／na－

tsu’s　silk　industry　ai’id　to　dig，　yt．｛／｝lve　the

offieial　曾tユil礎●
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　　　［ll”hough　theire　is．　no　n’iateritil　xvhieh

cont］ributies　｛llirectly　to　the　elucidati｛：n

of　tl｝e　Nveaving　t・echnique　in　ancient

Chi！la，　y，　o．111e　1’eee！｝t　clise（）veries　ill　ti’ke

：，ites　of　the　’Sl’ay（．｝i　1’eriocl　and　tl’ie　C，｝reat

I／1．ouncl　1）eriocl　in　，；apan　s，　eeni　to　throw

jight，　on　t；he　hitevpretmt，ion　of　tl｝e　1’ltm

steles　wit・1’i　re．ny，qrd　to　t・1ie　aneient　Chi－

nes．e　weft，　ving’　teehnique．　［1］lie　atithor

describes　the　various　sta．p，’es　o£　deve－

lop）］’lent　ef　iulciellt　」．ftl）．flllese　IVelll’ill．ny

teehnique，　and　then　he　coinpftreg．　then’i

with　tliose　in　aneients　China．　lf”ttrtl’ier

he　ascertains　tihe　’relat・ive　prc）ductive．

PO“rel’　Of　ti’le　IYellVillg　］1’tt）eilille　iJl　tllL．

1／．lan　1’eriod　iR　eoinpar’ison　witk　t・hos．e．

in　the　P1’e－Ch‘h1　POriod　alla　tlle　Peri〔二）d

of　・“i　ei　anct　C）fhin，　by　i’negtn＄　c），　f　analy－

ziJlg　the　P1’（：｝ceSS‘）f　wα曲工9　alld］1．1ea一

呂uriugもhe　pr・bable　e翫lency。呈the

n’iachine　in　＃1｝e　ltlan　1’eriod．

　　Tlie　auther　tliinks　that　tl’ie　int：o－

duetion　of　pieees　‘’）f　；ilk　as　t　n’ieai｝s　o£

exchange　at　t；he　｝i，　tter　part　o！’　the

王．巖腰撫1．｝1：）yXlttSty，　whicl．11．ユtl（ii　re－

P貰aeecl　cぐ騨er¢。in鄭0£earli¢r　day謬，　leα

　to　a　grent　re簑く》r】11　i！l　tl16　ユ≧．≧o！．1etary　a玉．1d

　taxati（）ll　sy諺ten｝　of　t1ユe　　王：．至：all　エ）y土111s七Y●

王：星esays　that　th量t　1・ef〔．）rm　was吊⑪ne（）f

the　lresults　（）f　i三．1Crea譲e　iユ．1　the　produc－

　tivity　　of　the　　wrea、rh19　　nxttcliine．　　∫n

viesv｛｝董t｝≧e　f星．zct　thtlt－the　aZlcie1誌σ量電歪．．

　1｝ese　 sill｛　1‘．）（）111　wi｝ic玉1　1葺ad　l）ec（｝エ1遭e　、マide－

　ly　　 el〕且1｝互0｝アed　　a£ter　　 tl｝e　 Pelri（｝d　 o墾　 、、，ei

、alld！　（二聾1i蚊　seellLs　tく：）　h；ive　been　dほffし王sedL

　beyonご芝　ti監e　I’hmir，　lllt，re　in．lp⇔rtaユ．玉ce．

　ought　tり　be　buもupoh㌻he　r｛）le　Played

　by　the　deve1亘：｝PlllL’llt　（：》f　ancient　Clli｝1ese

　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　weav111g　tec皇11uqt疋e・

（　，s，g；，｝　）


